学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「４５　著作権の尊重」

１．指導対象

　　中学校～高等学校
２．教科・科目

　　美術、技術家庭、芸術科、情報科
３．指導意図

　著作権を保護する制度を理解するには、まず著作権が尊重すべきものだとわかる必要がある。著作権には、具体的にどのような権利があり、どのように尊重するのか、全体像をわかりやすく捉えることは、社会生活のうえで必要となる著作権制度を理解するうえで不可欠なステップである。
　著作権制度で保護される著作権は、複製の使用許諾を中心とする著作権（コピーライト）、作品の公表や盗作などに関連する著作者人格権、歌手や俳優など演奏や実演を行う人の権利である著作隣接権の３つに大別される。これらのうち、基本となる著作権と著作者人格権について、わかりやすく整理することで、著作権に関する原始的な理解を、社会で活用できる著作権制度への理解へとステップアップさせることが本教材の意図である。

４．指導目標

　①著作権、著作者人格権、著作隣接権という言葉を知る。

　②著作物と作者の関係、著作権と著作者人格権について理解する。
　

５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	(1) ワークシートに記入しながら学習ユニットを視聴する
画面１・２
画面３（著作権の種類）
画面４

画面５（許可をとるルール）

画面６　対面での許可

画面７　許諾を与えない場合

画面８　メールでの許諾請求

画面９　使用条件の確認

画面１０　著作権管理機関

画面１１　許可されない場合

画面１２　例外規定

画面１３　私的複製

画面１４　×他人にあげる

画面１５　×海賊版の複製

画面１６　引用

画面１７　○正しい引用

画面１８　×単なる装飾は複製転載

画面１９　非営利無償の上演

画面２０　○

画面２１　著作者人格権

画面２２　　３つの人格権

画面２３　　公表権

画面２４　　氏名表示権

画面２５　　同一性保持権

画面２６　　作者の思いを保護する
	学習ユニットの画面を示しながら、解説を加える。
・生徒でも子どもでも著作権がある。

・音楽の曲と歌詞は著作物で、作者の許可があれば誰でも演奏できる。ＣＤの演奏（音源）には著作隣接権も含まれており、勝手にコピーを売るのは違法。
・犬のイラストを勝手にコピーするのは違法

・許可は口頭でもよい。（書面でなくてもいい）

・相手の依頼が嫌な場合は、断ることができるのも作者の権利。（理由をいう義務はない）

・「改ざん（改竄）」＝勝手に内容を書き変えること

・著作物自由利用マークというものもある。

・音楽＝ＪＡＳＲＡＣ（ジャスラック）

・作者の立場からすれば、作者の権利を制限する規定といえる
・引用には要件がある。要件を満たさない使用は、引用ではなく、複製・転載とみなされる。

・非営利無償であれば複製物の貸与もできる（映画以外；著作権法３８条）

・勝手に公表されない権利。例：日記など

・正しい作者名で作品が公表される権利

　作者名を表示しないこともできる（ただし後々に自分が作者だと立証できないことがある）。

・内容を勝手に書き変えられることは、作者にとって悲しいこと。



６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

著作権に関するトラブルや、さまざまな状況でのＱ＆Ａに関しては、（社）著作権情報センターが電話相談窓口を設けている。また、文化庁著作権課においても情報提供や教材の提供を行っている。

<著作権関連学習ユニット>

	他人の絵や文章のコピーは要注意
	雑誌の写真を無断コピー

	ファイル共有ソフトは要注意
	違法コピーをファイル共有

	コピーしてもいいの？
	ゲームソフトのコピー

	画像や動画の投稿は自由？
	著作権違反の画像投稿


７．指導資料

(1)文化庁関係資料

文化庁著作権課
http://www.bunka.go.jp/chosakuken/index.html
著作権テキスト

http://www.bunka.go.jp/chosakuken/text/index.html
（教材）著作権なるほど質問箱

http://chosakuken.bunka.go.jp/naruhodo/
（教材）はじめて学ぶ著作権

http://www.bunka.go.jp/chosakuken/hakase/hajimete_1/index.html
（ツール）誰でもできる著作権契約

http://www.bunka.go.jp/chosakuken/keiyaku_intro/index.html
（解説）自由利用マーク

http://www.bunka.go.jp/chosakuken/riyoumark.html
（ビデオ）違法？合法？ダウンロードにご注意！〜著作権法改正

http://nettv.gov-online.go.jp/prg/prg2824.html
著作権侵害のインターネット配信に注意！音楽や映像の「著作権」を守りましょう
http://www.gov-online.go.jp/useful/article/200908/2.html
（２）著作権関係団体一覧
	(社)著作権情報センター
◎コピーライトワールド（教材）

◎著作権教育の実践事例
	http://www.cric.or.jp/
http://www.kidscric.com/
http://www.cric.or.jp/jissenrei/jissenrei.html

	（社）日本音楽著作権協会
	http://www.jasrac.or.jp/index.html

	（社）日本レコード協会

（社）日本レコード協会（エルマークについて）
	http://www.riaj.or.jp/
http://www.riaj.or.jp/shikibetsu/index.html

	（社）日本芸能実演家団体協議会・実演家著作隣接権センター
	http://www.cpra.jp/index.html

	（社）音楽出版社協会
	http://www.mpaj.or.jp/

	（社）日本映画製作者連盟
	http://www.eiren.org/

	日本国際映画著作権協会
	http://www.jimca.co.jp/index.html

	（協）日本脚本家連盟
	http://www.writersguild.or.jp/wgj/index.html

	（協）日本シナリオ作家協会
	http://www.j-writersguild.org/

	（社）日本美術家連盟
	http://www.jaa-iaa.or.jp/

	（社）日本写真著作権協会
	http://www.jpca.gr.jp/

	社）日本グラフィックデザイナー協会
	http://www.jagda.org

	（社）日本書籍出版協会
	http://www.jbpa.or.jp

	社団法人日本文藝家協会
	http://www.bungeika.or.jp

	社団法人日本雑誌協会
	http://www.j-magazine.or.jp

	社団法人日本芸能実演家団体協議会

実演家著作隣接権センター（CPRA）
	http://www.geidankyo.or.jp

	日本放送協会（ＮＨＫ）
	http://www.nhk.or.jp

	社団法人日本民間放送連盟
	http://www.nab.or.jp

	社団法人日本映像ソフト協会（JVA）
	http://www.jva-net.or.jp

	公益社団法人映像文化製作者連盟
	http://www.eibunren.or.jp

	社団法人私的録音補償金管理協会（sarah）
	http://www.sarah.or.jp

	社団法人私的録画補償金管理協会（SARVH）
	http://www.sarvh.or.jp

	社団法人日本複写権センター（JRRC）
	http://www.jrrc.or.jp

	社団法人コンピュータソフトウェア著作権協会（ACCS）
	http://www2.accsjp.or.jp

	財団法人ソフトウェア情報センター（SOFTIC）
	http://www.softic.or.jp/

	特定非営利活動法人肖像パブリシティ権擁護監視機構（JAPRPO）
	TEL 03-3226-0984
FAX 03-3226-0984
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